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【
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
破
壊
性
】 　
第
23
回

　
昨
年
（
２
０
１
６
年
）
末
の
12
月
21
日
、
次
期
学
習
指
導
要

領
の
案
と
し
て
「
幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
及

び
特
別
支
援
学
校
の
学
習
指
導
要
領
等
の
改
善
及
び
必
要
な
方

策
等
に
つ
い
て
（
答
申
）（
中
教
審
第
１
９
７
号
）」
が
出
さ
れ

た
。
本
体
だ
け
で
２
４
６
ペ
ー
ジ
の
膨
大
な
も
の
で

あ
る
。
12
月
８
日
に
出
た
教
育
課
程
部
会
の
案
と
ほ

ぼ
同
じ
で
あ
っ
た
（
こ
れ
を
前
号
で
「
２
０
１
７
年
」

と
誤
記
し
た
の
で
訂
正
す
る
）。
今
後
文
章
を
手
直
し

さ
れ
て
文
部
科
学
大
臣
に
よ
っ
て
「
告
示
」
さ
れ
る
。

中
日
新
聞
で
は
５
面
の
み
の
小
さ
な
扱
い
で
あ
っ
た
。

　
「
息
苦
し
さ
」
の
根
本
で
あ
る
「
コ
ン
ピ
テ
ン
シ

ー
」
は
用
語
と
し
て
も
隠
さ
れ
て
、
実
質
的
に
文
面

に
出
て
こ
な
く
な
っ
た
。「『
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ

ン
グ
』
と
『
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
』
は
、

…
…
一
体
」
と
い
う
骨
格
も
「
概
要
」
で
は
読
み
取
り
に
く
く

な
っ
た
。「
教
育
課
程
を
軸
に
学
校
教
育
の
改
善
・
充
実
の
好

循
環
を
生
み
出
す
『
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
』
の
実

現
」
で
は
そ
の
一
つ
の
側
面
で
「
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
」
が
あ

げ
ら
れ
て
い
る
。

　
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
は
、Plan-Do-Check-Action

だ
が
、

こ
のPlan

に
教
員
の
創
意
工
夫
が
入
っ
て
こ
な
い
と
い
う
批

判
が
す
で
に
あ
る
。
こ
れ
は
、
も
う
大
学
で
「
猛
威
を
ふ
る
っ

て
」
い
る
。

　
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
の
立
場
か
ら
は
、
Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
は
、
セ
ー
フ
テ
ィ
Ⅰ
の
「
悪
い
こ
と

が
起
こ
ら
な
い
」
の
を
前
提
に
「
失
敗
を
減
ら
す
」

古
い
考
え
方
だ
と
批
判
さ
れ
て
い
る
。
事
故
が
起
こ

る
た
び
に
再
発
防
止
策
と
し
て
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
追
加

と
遵
守
が
言
わ
れ
る
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
な
い
し
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
は
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
よ
っ
て
、
エ
ラ

ー
が
お
こ
る
ご
と
に
ぶ
厚
く
な
っ
て
い
き
、
関
係
者

の
や
る
気
を
そ
ぎ
、
現
実
か
ら
遊
離
し
て
い
く
危
険

が
あ
る
。 

（
研
究
部
・
加
藤
聡
一
）
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